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田中繊維㈱

設備貸与制度を
活用して 常務

田中 一成

●必要な時に迅速に設備を導入できた
●長期固定金利で設備投資ができた
●金融機関の融資枠を使わずに済んだ

多彩なノウハウで存在感
自社ブランドでさらなる飛躍へ

加古川市

細かい柄を得意とする編み機

高付加価値商品を多品種少量生産
　同社は今年で創業102年を迎える靴下メーカー。全国
屈指の靴下産業の集積地である加古川市のメーカーでも
有数の歴史を誇ります。主に高級紳士靴下を製造し、大
手アパレルメーカー1社から100％受託生産していた時
代もありました。しかし、1990年代初頭のバブル経済崩
壊、さらにアパレルメーカーの海外への生産移転で状況
はがらりと変わります。
　アパレルメーカーから「当社だけでは面倒を見切れな
いので他社とも取引してもらっていい」と言われ、複数
メーカーとの取引がスタートしたのが97年のこと。取引
先を広げていく際、細かいデザインの高級紳士靴下の製
造を続けてきた経験が婦人靴下の展開にも役立ったとい
います。「靴下を丸く編んでいく時の1周当たりの編み針
の本数が多く、細かい柄が作れるハイゲージを得意とし
ていた強みを生かすことができました」と田中一成常務
は話します。
　かつてはメーカーの仕様通りに作ることが当たり前で
したが、複数社と取引を広げていくうちにさまざまなノ
ウハウが蓄積され、現在ではメーカーが実現したい機能

やデザインに対し同社から提案することが増えていま
す。工場内に約150台の編み機が並ぶ姿は壮観で、高付
加価値の商品を多品種少量生産することで取引先からの
多様なニーズに応えています。

故障から1カ月で代替機を導入
　同社では古くからひょうご産業活性化センターの設備
貸与制度（割賦制度）を活用しており、昨年は10月にコ
ンプレッサーが故障し、その買い換えに活用しました。
　「前回の利用から15年ほど経過していたのですが、快
く引き受けていただきました。金融機関の融資枠を使わ
ずに活用できるのがありがたい」と田中常務。「コンプ
レッサーがないと機械を動かせずたちどころに困りまし
たが、スピード感を持ってご対応いただき、申請からわず
か1カ月で導入できました。いつも担当者に親身に考え
ていただけるので、これからも利用していきたい」と続
けます。現在は同制度を活用し、多様な商品の受発注や在
庫状況などを把握できる生産管理システムの更新を進め
ています。
　創業100年を迎えた2021年には、同社が考える理
想の靴下をより多くの人に履いてほしいという思い
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用途別にさまざまな編み機が並びます 「TANAKA SOKKEN」の製品

の下、地元のアパレルメーカーとコラボしたブランド
「TANAKA SOKKEN」を立ち上げました。他にも、兵庫
県立大学と共同で要介護者向けに保湿・保温機能のある
ストレスフリーな靴下の開発などにも取り組んでおり、
自社ブランドを大切に育てていこうとしています。

田中繊維㈱
加古川市西神吉町鼎123-1　 T 079-432-2931
Ｈhttps://www.big-advance.site/s/198/1238
●代表取締役／田中貞重
●事業内容／靴下製造・販売

設備貸与制度
設備の増強・更新を図ろうとする中小企業に代わり、
ひょうご産業活性化センターが設備を購入し、長期
かつ固定損料（金利）で割賦販売またはリースする
制度です。設備投資の際は気軽にご相談ください。

• 金融機関の融資枠や信用保証協会の保証枠とは別枠で利用
できます

• 設備投資は同制度を活用し、金融機関の融資枠を確保してお
けばリーマンショックやコロナ禍のような不測の事態に、融資
枠を固定経費や運転資金に回すことができます

問ひょうご産業活性化センター設備投資課
Ｔ078-977-9086
制度の詳細についてはホームページをご覧ください

【対　　象】�県内に事業所・工場等がある中小企業（その他
要件あり）

【対象設備】�県内に設置する新品または中古の設備（その他
要件あり）

【貸 与 額】100万円以上1億円以下

利用メリット

自 費 出 版
見  積  り  無  料

まずは電話かメールでお問合せください

TEL.078-362-7140
jihishuppan-kpc@kobe-np.co.jp
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